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話題提供の内容： 

１．物質移動の理論 

 土壌・地下水汚染の予測・対策のためには、地下水とともに物質がどのように移動するかの理論を知

らないと始まらない。 

 
２．トレーサー試験の計画 

 物質移動のパラメータを現地で得る方法としては、トレーサー試験がほぼ唯一の方法である。このト

レーサー試験を計画する場合の勘どころを紹介する。 

(1) 原位置トレーサー試験の目的 
(2) 地盤・岩盤の多様性とトレーサーの移動 
(3) トレーサー試験方法の選定 
(4) トレーサー物質の選定 
(5) 試験期間の設定 

 
３．トレーサー試験の実施例 

 実際のトレーサー試験の例から、トレーサー試験を学ぶ。 

(1) 洪積台地及び沖積低地における事例（土壌・地下水汚染問題） 
(2) 砂質土を対象としたダイポール試験事例（原位置バイオレメディエーションの設計例） 
(3) Borden トレーサー試験 
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